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業績予想の修正に関するお知らせ業績予想の修正に関するお知らせ業績予想の修正に関するお知らせ業績予想の修正に関するお知らせ    

 
 平成 17 年３月期中間（平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 9 月 30 日）の業績予想について、平成

16 年 5 月 10 日発表時の業績予想を下記の通り修正いたします。 
 

記 
１．平成 17 年３月期連結中間業績予想数値の修正（平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円、％） 
 売上高 経常利益 中間純利益 
前回発表予想（A） 

(平成 16 年 5 月 10 日発表) 54,000 3,300 2,000 

今回修正予想（B） 53,252 4,436 2,890 

増減額（B－A） △748 1,136 890 

増減率（％） △1.4 34.4 44.5 

前期(平成 15 年 9 月中間期)実績 51,457 2,034 808 
 
２．平成 17 年３月期単独中間業績予想数値の修正（平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円、％） 
 売上高 経常利益 中間純利益 
前回発表予想（A） 

(平成 16 年 5 月 10 日発表) 50,000 2,400 1,400 

今回修正予想（B） 48,459 2,615 1,949 

増減額（B－A） △1,541 215 549 

増減率（％） △3.1 9.0 39.2 

前期(平成 15 年 9 月中間期)実績 46,786 2,044 1,335 
 
３．修正理由等 
 当上半期は、主力のアルミ電解コンデンサが、大形品につきましては猛暑によるエアコン向けの
売上増加および設備投資の回復に伴う汎用インバータ向けの需要拡大により好調に推移したほか、
小形品およびチップアルミ電解コンデンサがデジタルＡＶ関連機器や自動車関連向けを中心に堅
調に推移しました。第２四半期以降は、パソコン向けの売上も回復傾向となりました。また、タン
タル電解コンデンサにつきましても、携帯電話やデジタルカメラ向けの需要が増加しました。これ
らの差別化商品や高付加価値商品の貢献により、利益につきましては、上期実績が当初予想を上回
りました。 

以上 


